
【
内
容
】

《
県
畜
産
技
術
所　

現
地
情
報
・
研
究

情
報
発
表
会
》

　

十
三
時
〜
十
五
時

①
畜
産
経
営
へ
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導

入
の
取
り
組
み

　

主
任
研
究
員　

川
村
英
輔

②
ブ
タ
の
体
表
温
度
と
妊
娠
の
関
係

主
任
研
究
員　

西
田
浩
司

③
胚
の
輸
送
と
非
外
科
的
移
植
を
利
用

し
た
種
豚
導
入
技
術
の
検
討

　

主
任
研
究
員　

坂
上
信
忠

④
養
豚
に
関
す
る
情
報
提
供　
　

　

普
及
指
導
課

《
事
例
発
表
会
》

　

十
五
時
〜
十
五
時
三
〇
分

①「
養
豚
協
会
青
年
部
の
発
育
調
査
に

お
け
る
飼
料
の
種
類
と
畜
舎
温
度
等

の
影
響
に
つ
い
て
」 

　

神
奈
川
県
養
豚
協
会
青
年
部

　
（
有
）
臼
井
農
産　

加
賀
広
道
氏

《
養
豚
関
係
団
体
講
演
会
》

　

十
五
時
三
〇
分
〜
十
七
時

①「
生
産
現
場
に
お
け
る
豚
の
繁
殖
技

術
と
経
済
性
」 

　

麻
布
大
学　

獣
医
学
部
獣
医
学
科　

　

内
科
学
第
一
研
究
室　

伊
東
正
吾
氏

　
　
　
　
　
　
（
経
営
指
導
部　

橋
本
）

肉
用
牛
肥
育
技
術
向
上
と
経
営
の
安

定
化
を
図
る
た
め
、
県
畜
産
課
、
県
畜

産
会
、
全
農
神
奈
川
県
本
部
、
県
畜
産

技
術
協
会
と
の
共
催
に
よ
り
、
講
習
会

及
び
肉
牛
関
連
事
業
の
説
明
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
十
五
年
三
月
十
三
日
㈬

　
　
　

午
前
十
時
三
十
分
か
ら

場
所
：
伊
勢
原
市
農
協
本
所　

　
　
　

３
階
大
会
議
室

　
　
　

伊
勢
原
田
中
二
五
〇

【
講
演
会
】

『
最
新
の
肉
牛
飼
養
管
理
の
ポ
イ
ン
ト
』

〜
も
う
一
歩
肉
質
を
向
上
さ
せ
る
に
は
〜

午
前
の
部
：
十
時
三
十
分
〜
十
二
時

　
「
肉
用
牛
の
飼
養
管
理
に
つ
い
て
」

午
後
の
部
：
十
三
時
〜
十
四
時

「
ビ
タ
ミ
ン
Ａ
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
つ

い
て
」

講
師
：
元
全
農
飼
料
畜
産
中
央
研
究
所

　
　
　

全
農
畜
産
技
術
指
導
員

あ
り
、
た
く
さ
ん
の
保
護
者
さ
ん
が
来

ら
れ
、
酪
農
や
牛
乳
に
つ
い
て
楽
し
く

学
ん
で
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
と
思
い

ま
す
。

今
後
も
毎
日
学
校
で
飲
ん
で
い
る
牛

乳
が
、
ど
の
様
な
過
程
で
作
ら
れ
て
い

る
こ
と
や
酪
農
の
仕
事
や
牛
乳
乳
製
品

へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、「
わ

く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

し
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
県
酪
連　

総
務
部
）

農
林
水
産
省
の
生
産
農
場
清
浄
化
支

援
対
策
事
業
に
お
い
て
、
牛
Ｉ
Ｂ
Ｒ
ワ

ク
チ
ン
に
係
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
補
助
が

終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
25
年
度
よ

り
当
会
に
お
け
る
牛
Ｉ
Ｂ
Ｒ
単
味
ワ
ク

チ
ン
の
取
扱
い
を
終
了
す
る
こ
と
と
し

ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。

（
神
奈
川
県
畜
産
会
家
畜
衛
生
部
）

今
後
、
起
こ
り
う
る
諸
外
国
産
畜
産

物
と
の
販
売
競
争
に
対
抗
で
き
る
安
定

か
つ
経
済
的
な
国
内
生
産
技
術
を
見
出

す
た
め
、
県
畜
産
技
術
所
、
全
農 

神
奈

川
県
本
部
、
県
獣
医
師
会
、
県
養
豚
協

会
、
県
畜
産
技
術
協
会
（
順
不
同
）
と

の
共
催
に
よ
り
、
情
報
発
表
会
及
び
講

演
会
を
次
の
よ
う
に
開
催
い
た
し
ま
す
。

日
時
：
平
成
二
十
五
年
三
月
十
九
日
㈫

　
　
　

午
後
一
時
か
ら

場
所
：
オ
ー
ク
ラ 

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
ホ
テ

　
　
　

ル
海
老
名
３
Ｆ　

ラ
・
ロ
ー
ズ

　
　
　

海
老
名
市
中
央
2
‒9
‒50
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子
ど
も
た
ち
が
乳
牛
と
の
ふ
れ
あ
い

を
通
じ
て
命
の
尊
さ
や
食
の
大
切
さ
を

学
ぶ
、「
わ
く
わ
く
モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー

ル
」
を
県
酪
農
教
育
フ
ァ
ー
ム
推
進
委

員
会
（
事
務
局　

県
酪
農
業
協
同
組
合

連
合
会
）
が
主
催
で
、
平
成
二
十
五
年

二
月
二
十
日
（
水
）、
横
浜
市
立
間
門

小
学
校
（
横
浜
市
中
区
本
牧
間
門
）
に

て
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
間
門
小
学
校
に
は
、
全
国
で
も

珍
し
い
海
水
水
族
館
が
あ
り
、
東
京
湾

や
本
牧
漁
港
近
海
で
泳
い
で
い
た
魚
が

た
く
さ
ん
い
て
、
一
般
開
放
も
し
て
お

り
、
誰
で
も
見
る
事
が
で
き
ま
す
。

今
回
は
全
学
年
（
五
百
七
十
三
名
）

が
参
加
す
る
学
校
に
、
県
内
の
酪
農
家

六
名
と
日
本
大
学
生
物
資
源
科
学
部
の

方
々
の
協
力
に
よ
り
搾
乳
体
験
・
子
牛

と
の
ふ
れ
あ
い
（
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
）・
牧

場
の
話
を
行
い
ま
し
た
。
搾
乳
体
験
で

は
「
大
き
い
」「
牛
乳
が
あ
っ
た
か
い
」

な
ど
子
供
達
は
声
を
出
し
て
い
ま
し

た
。
子
牛
と
の
ふ
れ
あ
い
で
は
「
ふ
わ

ふ
わ
し
て
る
」「
あ
っ
た
か
い
」
な
ど
感

想
が
聞
か
れ
た
。
牧
場
の
話
コ
ー
ナ
ー

で
は
酪
農
家
が
使
用
し
て
い
る
ミ
ル

カ
ー
に
指
を
入
れ
吸
引
の
力
の
体
験
や

餌
な
ど
に
触
れ
驚
く
姿
が
み
ら
れ
た
。

ま
た
、
教
室
で
は
各
乳
業
メ
ー
カ
ー

の
協
力
を
得
て
、「
工
場
で
牛
乳
が
製

造
さ
れ
、
学
校
に
届
く
ま
で
の
過
程
」

の
Ｖ
Ｔ
Ｒ
の
放
映
（
㈱
明
治
）
や
「
生

乳
か
ら
ど
の
様
な
食
品
が
作
ら
れ
て
い

る
か
」
の
話
（
森
永
乳
業
㈱
）
を
行
い
、

製
品
な
ど
も
展
示
し
た
。

家
庭
科
室
で
は
、
バ
タ
ー
作
り
体
験

（
雪
印
メ
グ
ミ
ル
ク
㈱
・
タ
カ
ナ
シ
乳

業
㈱
）
を
実
施
し
、
自
分
達
で
作
っ
た

バ
タ
ー
を
ク
ラ
ッ
カ
ー
に
塗
り
試
食
を

し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の
他
、
県
環
境
農

政
局
農
政
部
畜
産
課
・
県
農
業
技
術
セ

ン
タ
ー
畜
産
技
術
所
・
県
大
野
山
乳
牛

育
成
牧
場
の
方
々
に
よ
り
、
牛
の
体
の

構
造
に
つ
い
て
の
授
業
も
行
っ
た
。

と
て
も
寒
い
一
日
で
し
た
が
、
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
で
、学
級
閉
鎖
も
無
く
、

ほ
と
ん
ど
の
子
供
達
が
参
加
し
、
体
験

し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
全
学
年
が
授
業
参
観
と
い
う
こ
と
も

　
　

滝
川
幸
人
氏

【
説
明
会
】
十
四
時
〜
十
五
時

①「
和
牛
肥
育
経
営
緊
急
支
援
対
策（
県
素

牛
購
買
支
援
融
資
）事
業
に
つ
い
て
」

②「
か
な
が
わ
産
牛
肉
地
産
地
消
推
進

事
業
に
つ
い
て
」

説
明
：
県
畜
産
課
畜
産
振
興
グ
ル
ー
プ

　
　
　

仲
澤
慶
紀
主
査

（
お
問
合
せ
：
神
奈
川
県
畜
産
会

経
営
指
導
部　

倉
迫
）

『
平
成
二
十
四
年
度
の
補
填
金
交
付
に

つ
い
て
』

肥
育
牛
生
産
者
を
取
り
巻
く
情
勢
が

大
変
厳
し
い
こ
と
か
ら
、
平
成
二
十
三

年
度
第
２
四
半
期
以
降
の
補
填
金
に
つ

い
て
毎
月
交
付
が
続
い
て
お
り
ま
す
。

毎
月
の
個
体
登
録
・
販
売
申
出
報
告

の
漏
れ
が
な
い
よ
う
に
ご
留
意
下
さ

い
。

『
二
十
四
年
度
第
３
四
半
期
十
一
月
及

び
第
３
四
半
期
十
二
月
販
売
牛
の
補
填

金
単
価
報
告
』

◎
十
一
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種 

八
、三
〇
〇
円

　

交
雑
種 

九
一
、二
〇
〇
円

　

乳
用
種 

七
〇
、九
〇
〇
円

★
補
填
金
交
付
日

　

平
成
二
十
五
年
一
月
二
十
三
日

◎
十
二
月
販
売
牛
補
填
金
単
価

肉
専
用
種 

〇
円

　

交
雑
種 

五
二
、一
〇
〇
円

　

乳
用
種 

六
八
、〇
〇
〇
円

★
補
填
金
交
付
日

　

平
成
二
十
五
年
二
月
二
十
五
日

（
経
営
指
導
部　

倉
迫
）

平
成
二
十
四
年
度
第
３
四
半
期

（
二
十
四
年
十
〜
十
二
月
）
の
指
定
肉

用
子
牛
の
品
種
区
分
ご
と
の
平
均
売
買

価
格
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。

黒
毛
和
種 

四
二
四
、八
〇
〇
円

交
雑
種 

二
二
二
、七
〇
〇
円

乳
用
種 

九
七
、八
〇
〇
円

乳
用
種
は
保
証
基
準
価
格

（
一
一
六
、〇
〇
〇
円
）
を
下
回
り
ま
し

東
日
本
大
震
災
か
ら
２
年
が
経
ち
ま

し
た
。
被
災
地
の
方
々
が
手
作
業
で
瓦

礫
を
片
付
け
て
い
る
写
真
を
拝
見
し
ま

し
た
が
、
さ
ぞ
お
寒
い
こ
と
と
存
じ
ま

す
。
夕
方
に
作
業
が
終
り
家
に
帰
る
と

暖
か
い
ご
飯
が
待
ち
遠
し
い
事
で
し
ょ

う
。
こ
の
あ
り
が
た
い
食
料
の
生
産
過

程
を
農
業
者
以
外
の
方
々
は
ど
の
程
度

ま
で
認
識
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

二
月
二
三
日
（
富
士
山
の
日
）、
安
倍

首
相
は
オ
バ
マ
大
統
領
と
会
談
し
環

太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
を

結
ぶ
た
め
の
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
の

見
通
し
を
表
明
し
ま
し
た
が
、
米
、
麦
、

乳
製
品
、
牛
肉
等
の
農
産
物
品
へ
の
関

税
を
守
り
、
日
本
の
食
糧
自
給
を
減
退

さ
せ
な
い
見
通
し
が
つ
い
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
日
本
の
米
が
衰
退
し
た
ら

日
本
酒
が
出
来
な
く
な
り
ま
す
よ
ね
。

　

中
国
か
ら
輸
入
し
た
鰻
に
心
配
さ
れ

て
い
た
発
ガ
ン
性
物
質
・
マ
ラ
カ
イ
ト

グ
リ
ー
ン
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。
米
国

産
牛
肉
の
輸
入
制
限
が
二
〇
ヵ
月
齢
か

ら
三
〇
ヵ
月
齢
ま
で
と
な
り
、
更
に
Ｔ

Ｐ
Ｐ
に
よ
り
少
し
で
も
輸
入
増
に
な
っ

た
ら
Ｂ
Ｓ
Ｅ
（
狂
牛
病
）
ば
か
り
で
は

な
く
、
女
性
ホ
ル
モ
ン
混
入
牛
肉
等
の

チ
ェ
ッ
ク
に
も
十
分
に
対
応
で
き
る
の

で
し
ょ
う
か
。

安
倍
首
相
様
そ
し
て
自
民
党
の
先
生

方
は
国
民
の
胃
袋
を
、
健
康
を
、
農
業

の
大
切
さ
を
本
当
に
考
え
て
い
る
の
で

し
ょ
う
か
。
裕
福
な
株
主
や
産
業
界
、

消
費
者
の
目
先
の
利
益
だ
け
に
惑
う
こ

と
な
く
、
し
っ
か
り
と
将
来
を
見
定
め

て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

Ｔ
Ｐ
Ｐ
ば
か
り
で
な
く
、
ア
ベ
ノ
ミ

ク
ス
の
三
本
の
矢
の
①
金
融
政
策
②
助

成
政
策
に
よ
っ
て
株
価
が
上
が
り
、
円

安
と
な
り
、
輸
出
産
業
を
黒
字
に
転

じ
、
企
業
を
強
く
す
る
の
は
結
構
だ
け

れ
ど
、
最
後
の
三
本
目
の
矢
＝
③
成
長

戦
略
で
労
働
者
の
賃
金
も
上
げ
て
下
さ

い
よ
。
デ
フ
レ
脱
却
で
物
価
は
上
が
っ

た
、
賃
金
据
え
置
き
、
で
は
日
本
経
済

は
元
気
出
な
い
よ
。
で
な
け
り
ゃ
按あ
ん

配ば
い

悪
い
よ
。

ア　

あ
べ
こ
べ
だ

ベ　

ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
は

ノ　

ノ
ー
だ
っ
て
？

ミ　

皆
の

ク　

暮
ら
し
は

ス　

す
か
ん
ぴ
ん
（
素
寒
貧
）
と 

こ
う
な
っ
た
ん
じ
ゃ
日
本
経
済
の
按

配
ミ
ソ
ク
ソ
だ
。　
　
　
　

頼
む
よ
！
Ｔ
Ｐ
Ｐ
と
三
本
目
の
矢
を
。

今
夜
も
日
本
産
の
安
全
安
心
な
乳
肉

卵
の
豊
な
蛋
白
で
安
ら
ぎ
を
、
そ
し
て

日
本
米
で
作
っ
た
日
本
酒
を
ゆ
っ
く
り

飲
ん
で
眠
り
た
い
。
今
宵
ば
か
り
で
な

く
、
ず
っ
と
こ
の
先
ま
で
も
。（

忠
九
朗
）

Ｔ
Ｐ
Ｐ
で
も
農
業
守
れ

日
本
酒
の
原
料
は
日
本
米
だ
ね

新
む
ら
す
ず
め

地方競馬の収益金は
畜産振興に役立っています。

年   月     日（月）

～     月     日（金）

ナイター開催

日催開馬競崎川
25 154

194

第
五
回
神
奈
川
県
「
わ
く
わ
く

モ
ー
モ
ー
ス
ク
ー
ル
」
を
開
催

牛
Ｉ
Ｂ
Ｒ
単
味
ワ
ク
チ
ン
の

取
扱
い
終
了
に
つ
い
て

新
マ
ル
キ
ン
事
業

肉
用
牛
技
術
講
習
会
の
開
催

畜
産
技
術
検
討
会（
養
豚
関
係
）

及
び
養
豚
講
演
会
の
開
催

た
の
で
、
そ
の
差
額
、
一
八
、二
〇
〇

円
の
生
産
者
補
給
金
が
交
付
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

黒
毛
和
種
・
交
雑
種
は
保
証
基
準
価

格
、
合
理
化
目
標
価
格
を
共
に
上
回
っ

て
い
る
の
で
、
生
産
者
補
給
金
の
交
付

は
あ
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
肉
用
牛
繁
殖
経
営
支
援
事
業

に
関
し
て
は
、「
黒
毛
和
種
」に
つ
い
て
、

交
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
社
団
法
人
神
奈
川
県
肉
用
子
牛
価
格

安
定
基
金
協
会
）

平
成
二
十
五
年
度
の
家
畜
保
健
衛
生

所
に
お
け
る
死
亡
牛
（
二
十
四
ヶ
月
齢

以
上
）
の
届
出
受
付
、
受
入
日
程
を
次

の
と
お
り
（
別
表
：
死
亡
牛
届
出
受
付
、

受
入
日
程
）
と
し
ま
し
た
の
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

引
き
続
き
、
死
亡
牛
Ｂ
Ｓ
Ｅ
検
査
の

円
滑
な
実
施
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。（

県
畜
産
課
安
全
管
理
グ
ル
ー
プ
）

＜死亡牛届出連絡先＞

※休日のみ、死亡牛の届出は携帯電話にお願いします。

連絡先（電話番号、FAX） 所管区域
県央家畜保健衛生所
電話：046-238-9111（代表）
携帯：080-3403-0157 ※
FAX：046-238-9124

横浜市、川崎市、横須賀市、鎌倉市、逗子市、
相模原市、三浦市、厚木市、大和市、海老
名市、座間市、綾瀬市、三浦郡、愛甲郡

湘南家畜保健衛生所
電話：0463-58-0152（代表）
携帯：080-3403-0156 ※
FAX：0463-58-5679

平塚市、小田原市、秦野市、伊勢原市、南
足柄市、中郡、足柄上郡、足柄下郡、藤沢
市、茅ヶ崎市、高座郡は県央家保死亡牛保
管施設へ搬入

平成25年度　死亡牛届出受付日程

肉
用
子
牛
生
産
者
補
給
金
制
度

〜
乳
用
種
に
生
産
者
補
給
金
が
交
付

さ
れ
ま
す
〜

平
成
二
十
五
年
度
死
亡
牛
の
届

出
受
付
、
受
入
日
程
に
つ
い
て
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家
保
だ
よ
り

第621号　平成25年３月１日（金曜日）

昨
今
の
穀
物
、
飼
料
価
格
の
高
騰
な

ど
に
よ
り
、
畜
産
経
営
に
か
か
る
経
費

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
自
給
飼

料
生
産
に
取
り
組
み
、
購
入
飼
料
依
存

率
を
引
き
下
げ
る
こ
と
も
経
営
の
安
定

を
図
る
た
め
の
一
つ
の
方
法
で
す
。

県
内
で
も
夏
作
の
飼
料
作
物
と
し

て
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ソ
ル
ガ

ム
が
作
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
所
普

及
指
導
課
で
は
、
県
内
酪
農
家
の
自
給

飼
料
ほ
場
で
収
量
調
査
等
を
行
い
、
作

付
け
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て

い
ま
す
。

ま
た
、
自
給
飼
料
生
産
の
多
い
地
域

で
は
、
毎
年
サ
イ
レ
ー
ジ
共
励
会
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
以
外
の
各
地
域

で
生
産
さ
れ
た
サ
イ
レ
ー
ジ
に
つ
い
て

も
サ
イ
ロ
開
封
後
、
発
酵
品
質
を
化
学

分
析
で
確
認
す
る
と
と
も
に
、
成
分
分

析
を
当
所
企
画
研
究
課
で
実
施
し
て
、

そ
の
成
分
分
析
結
果
か
ら
適
切
な
給
与

方
法
つ
い
て
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い

ま
す
。

一
．
県
内
で
生
産
さ
れ
た
自
給
飼
料
の

品
質
と
成
分

●
栄
養
価

県
内
で
生
産
さ
れ
た
飼
料
用
ト
ウ
モ

ロ
コ
シ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
成
分
分
析
の
結

果
（
図
１
、
図
２
、
表
１
）
か
ら
、
乾

物
率
、
T
D
N
、
C
P
含
量
と
も
ば

ら
つ
き
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

ま
た
、
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収

量
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
登
熟
期

に
よ
り
乾
物
率
、
雌
穂
割
合
に
違
い
が

あ
り
ま
し
た
（
表
２
）。

飼
料
作
物
は
、
そ
の
年
の
気
候
や
収

穫
時
期
な
ど
に
よ
り
、
乾
物
率
や
子
実

の
割
合
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
子
実
の

割
合
い
が
高
け
れ
ば
、
デ
ン
プ
ン
含
量

も
多
く
な
り
、
栄
養
価
値
も
高
ま
り
ま

す
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ

サ
イ
レ
ー
ジ
で
も
栄
養
成
分
値
に
も
ば

ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
の
で
、
同
量
を
給

与
し
て
も
、
摂
取
す
る
栄
養
成
分
量
は

変
わ
っ
て
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
自
給
飼

料
の
成
分
分
析
を
行
い
、
品
質
や
成
分

を
把
握
し
て
給
与
量
を
調
整
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

●
p
H

ま
た
、
サ
イ
レ
ー
ジ
は
p
H
が

4
・
2
以
下
に
な
る
と
酪
酸
発
酵
や

そ
の
他
不
良
発
酵
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

サ
イ
ロ
の
型
式
に
よ
る
サ
イ
レ
ー
ジ

の
p
H
を
図
３
に
示
し
ま
し
た
。
全

体
で
は
p
H
が
4
・
2
を
超
え
た
も

の
は
、
少
な
か
っ
た
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
サ
イ
ロ
型
式
で
、
ば
ら
つ
き
は
あ
り

ま
す
が
、
ロ
ー
ル
ベ
ー
ル
は
比
較
的

図1　乾物率とTDN（DM%）

図4　乾物率と硝酸態窒素

図2　乾物率とCP（DM%）

図3　サイロの型式とpH（H20～24）

表１　トウモロコシサイレージの分析結果

表２　登熟期による乾物率と雌穂割合の違い

表3　メリーランド大学のガイドライン

図５

雑草が繁茂した圃場 雑草防除の行き届いたほ場

　
野
鳥
対
策
に
つ
い
て

今
年
の
冬
は
、
例
年
以
上
に
寒
さ
が

厳
し
く
感
じ
ら
れ
ま
す
。
野
鳥
達
も
、

寒
い
冬
に
は
餌
が
少
な
い
た
め
、
い
つ

に
も
増
し
て
美
味
し
い
食
事
に
あ
り
つ

こ
う
と
、
皆
さ
ん
の
農
場
に
お
邪
魔
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
皆
さ
ん
の
農
場
の
野
鳥
対
策

は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
？
養
鶏

農
家
の
皆
さ
ん
は
、
高
病
原
性
鳥
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
等
へ
の
対
策
の
た
め
、
防

鳥
ネ
ッ
ト
の
整
備
は
万
全
に
さ
れ
て
い

る
か
と
思
い
ま
す
。
一
方
、
牛
飼
養
農

場
で
は
、
牛
舎
内
に
多
数
の
カ
ラ
ス
や

ハ
ト
が
飛
来
し
、
飼
槽
に
鳥
の
糞
が
落

ち
て
い
る
よ
う
な
例
を
み
か
け
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、農
家
の
方
か
ら
、

野
鳥
の
飛
来
で
困
っ
て
い
る
と
の
ご
相

談
を
受
け
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
り
ま

す
。野

鳥
は
、
と
う
も
ろ
こ
し
等
の
重
要

な
栄
養
成
分
を
盗
み
食
い
す
る
だ
け
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
糞
に
よ
り
、
餌

や
水
が
汚
染
さ
れ
る
こ
と
で
、
病
気
を

媒
介
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
過
去

に
、「
サ
ル
モ
ネ
ラ
症
」
や
「
ボ
ツ
リ

ヌ
ス
症
」が
発
生
し
た
牛
飼
養
農
家
で
、

カ
ラ
ス
等
の
野
鳥
が
多
く
み
ら
れ
て
お

り
、
感
染
源
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
疑
わ
れ
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。

開
放
的
な
畜
舎
で
の
防
鳥
ネ
ッ
ト
の

設
置
は
、
手
間
が
か
か
る
上
に
日
常
の

作
業
の
邪
魔
に
な
り
、
な
か
な
か
取
り

組
み
に
く
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
し
か
し
、
大
き
な
問
題
が
発
生
す

る
前
に
、
ぜ
ひ
防
鳥
ネ
ッ
ト
や
カ
ラ
ス

除
け
の
設
置
、
野
鳥
が
侵
入
す
る
よ
う

な
隙
間
を
ふ
さ
ぐ
等
の
野
鳥
対
策
に
取

り
組
ん
で
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

後
と
も
健
康
な
家
畜
を
育
て
、
安
全
・

安
心
な
畜
産
物
の
生
産
を
続
け
て
頂
く

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
湘
南
家
畜
保
健
衛
生
所　

松
尾
）

鹿
や
イ
ノ
シ
シ
に
よ
る
被
害
が
全
国

で
増
え
て
い
ま
す
が
、
本
牧
場
で
も
こ

こ
数
年
、
か
な
り
増
え
て
き
て
い
る
よ

う
で
す
。
ト
ラ
や
ラ
イ
オ
ン
の
猛
獣
の

糞
が
忌
避
材
と
し
て
利
用
で
き
な
い
か

と
の
職
員
の
ア
イ
デ
ア
で
動
物
園
か
ら

冷
凍
し
た
猛
獣
糞
を
入
手
し
、
現
在
試

験
中
で
す
。
肉
食
動
物
の
猛
獣
は
一
日

で
ご
く
わ
ず
か
し
か
糞
を
し
な
い
そ
う

で
、
我
々
の
た
め
に
毎
日
冷
凍
し
て
貯

め
て
く
れ
た
貴
重
な
糞
で
す
。
こ
の
糞

が
雨
で
流
れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
空
に
垂
ら
し
た
簡

単
な
構
造
で
す
。
臭
い
の
拡
散
を
良
く

す
る
た
め
周
囲
に
穴
を
開
け
、
底
を
抜

い
た
こ
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
採
草
地
周

囲
の
杭
や
有
刺
鉄
線
に
ぶ
ら
下
げ
ま
し

た
。
そ
の
数
、
百
五
十
本
は
優
に
い
っ

て
い
ま
す
。
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
調
達
の
た

め
で
も
な
い
で
し
ょ
う
が
、
夏
に
一
生

懸
命
ボ
ト
ル
を
飲
み
干
し
て
く
れ
た
職

員
の
お
か
げ
で
す
。

夜
八
時
過
ぎ
に
担
当
者
が
見
回
り
に

行
く
と
、
真
っ
暗
な
採
草
地
周
囲
の
林

の
中
に
、
ラ
イ
ト
に
照
ら
さ
れ
た
輝
く

目
が
た
く
さ
ん
見
え
る
そ
う
で
す
。
猪

は
た
ま
に
見
か
け
ま
す
が
、
圧
倒
的
に

鹿
が
多
く
、
多
い
と
き
に
は
三
十
頭
も

観
察
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

鹿
に
つ
い
て
は
、
態
度
も
大
き
く

な
っ
た
よ
う
で
、
三
年
前
に
は
人
の
姿

を
見
れ
ば
逃
げ
て
行
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
近
頃
は
実
に
鷹
揚
な
も
の
で
、

暗
く
な
っ
た
頃
に
は
ラ
ン
ド
ク
ル
ー

ザ
ー
の
す
ぐ
前
を
悠
然
と
歩
い
て
お
り
、

カ
ー
ブ
を
切
っ
た
直
後
な
ど
誤
っ
て
衝

突
し
そ
う
な
こ
と
も
あ
る
ぐ
ら
い
で
す
。

さ
て
、
大
野
山
の
日
々
は
何
ご
と
も

な
い
よ
う
に
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
大
野

山
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ
い
て
見
直
し

の
検
討
が
着
々
と
進
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
関
係
者
の
方
々
の
現
地
調
査
の
頻

度
も
増
え
て
い
ま
す
。
今
後
の
検
討
内

容
の
中
に
は
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
し
て
ゆ
け
る
よ
う
、
野
生
動
物
の
天

国
で
は
な
く
共
生
が
で
き
る
方
向
（
広

葉
樹
林
造
成
や
野
生
獣
の
生
息
数
管
理

な
ど
）
も
含
め
て
慎
重
に
考
え
て
行
く

べ
き
重
要
課
題
と
改
め
て
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

「
大
野
山
た
よ
り
」
を
書
か
せ
て
い

た
だ
き
三
年
に
な
り
ま
す
が
、
い
よ
い

よ
定
年
退
職
を
目
前
に
し
て
最
後
の
稿

と
な
り
ま
し
た
。

（
大
野
山
乳
牛
育
成
牧
場
長　

青
木
）

大
野
山
た
よ
り

p
H
が
低
い
傾
向
で
し
た
。
い
ず
れ

の
サ
イ
ロ
の
型
式
で
も
、
踏
圧
、
密
閉

を
し
っ
か
り
と
行
え
ば
、
乳
酸
発
酵
に

よ
り
p
H
が
低
下
し
た
良
質
な
サ
イ

レ
ー
ジ
が
出
来
ま
す
。

●
硝
酸
態
窒
素

さ
ら
に
自
給
飼
料
の
品
質
と
し
て
、

硝
酸
態
窒
素
の
含
有
量
も
分
析
し
て
い

ま
す
。
家
畜
が
過
剰
に
硝
酸
態
窒
素
を

摂
取
す
る
と
、
硝
酸
塩
中
毒
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。予
防
の
た
め
に
は
、

飼
料
作
物
に
硝
酸
態
窒
素
が
過
剰
に
蓄

積
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。土
壌
へ
の
過
剰
な
窒
素
の
投
入
が
、

植
物
中
の
硝
酸
態
窒
素
蓄
積
の
主
要
な

原
因
で
す
。

自
給
飼
料
中
の
硝
酸
態
窒
素
濃
度
が

高
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
影
響
の

出
方
は
、牛
に
よ
っ
て
大
き
く
異
な
り
、

慢
性
的
な
影
響
に
つ
い
て
も
明
確
な
結

論
は
出
て
い
ま
せ
ん
。
こ
の
よ
う
な
こ

と
か
ら
、
飼
料
中
の
硝
酸
態
窒
素
の
正

確
な
危
険
水
準
を
決
め
る
こ
と
は
難
し

い
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
知
見
を
も
と

に
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
種
々
の
機
関

か
ら
提
案
さ
れ
て
お
り
、
硝
酸
塩
中
毒

予
防
の
目
安
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま

す
（
表
３
）。

植
物
は
、
土
壌
中
に
存
在
す
る
硝
酸

態
窒
素
を
吸
収
し
ま
す
。
光
合
成
に

よ
っ
て
作
ら
れ
た
糖
、リ
ン
酸
に
よ
り
、

吸
収
し
た
硝
酸
態
窒
素
か
ら
タ
ン
パ
ク

質
へ
と
合
成
さ
れ
、
成
長
し
て
い
き
ま

す
が
、
家
畜
の
生
ふ
ん
尿
や
、
窒
素
肥

料
等
を
過
剰
に
施
用
す
る
と
、
合
成
で

使
わ
れ
な
か
っ
た
硝
酸
態
窒
素
が
植
物

体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

草
種
に
よ
っ
て
硝
酸
態
窒
素
の
含
有

量
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
植
物
に
は
硝

酸
態
窒
素
が
蓄
積
し
や
す
い
草
種
と
、

そ
う
で
な
い
草
種
が
あ
り
、
飼
料
用
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
の
よ

う
な
イ
ネ
科
牧
草
は
比
較
的
蓄
積
し
や

す
い
草
種
で
す
。

し
か
し
サ
イ
レ
ー
ジ
に
関
し
て

は
、
貯
蔵
・
発
酵
中
に
一
酸
化
窒
素

（
N
O
2
）
や
酸
化
窒
素
（
N
O
）
ガ

ス
と
な
り
植
物
体
中
の
硝
酸
含
量
は
低

下
し
ま
す
。
分
析
し
た
結
果
か
ら
も
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
妊
娠
牛
に
は
給
与
し

な
い
」
と
さ
れ
る
乾
物
中
0
・
2
％

（
2
、
0
0
0
p
p
m
）
を
超
え
る
よ

う
な
も
の
は
少
な
い
で
す
が
、
乾
物
率

の
低
い
サ
イ
レ
ー
ジ
ほ
ど
硝
酸
態
窒
素

含
量
は
高
め
の
傾
向
で
し
た
（
図
４
）。

水
分
の
高
い
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
若
刈
り

の
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。
硝
酸
態
窒
素

を
吸
収
し
、
旺
盛
に
生
育
し
て
い
る
時

期
に
刈
り
取
ら
れ
た
た
め
、
硝
酸
態
窒

素
含
量
も
高
く
な
っ
た
と
思
わ
れ
ま

す
。さ

ら
に
青
刈
り
給
与
で
は
、
貯
蔵
・

発
酵
中
の
硝
酸
態
窒
素
含
量
の
低
下
が

見
込
め
な
い
た
め
、
よ
り
注
意
が
必
要

で
す
。

実
際
に
県
内
で
栽
培
さ
れ
て
い
る
若

刈
り
の
ス
ー
ダ
ン
グ
ラ
ス
や
、
畑
作
の

エ
ン
バ
ク
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス

な
ど
の
中
に
は
、
硝
酸
態
窒
素
含
量
の

高
い
も
の
も
一
部
見
ら
れ
ま
す
。

高
い
収
量
を
得
る
だ
け
で
は
な
く
、

硝
酸
態
窒
素
含
量
を
低
下
さ
せ
る
た
め

高
品
質
な
自
給
飼
料
生
産
で

飼
料
自
給
率
を
ア
ッ
プ
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に
も
、
適
切
な
施
肥
と
、
適
期
に
収
穫

す
る
こ
と
は
、
と
て
も
大
切
で
す
。
適

切
な
施
肥
に
関
し
て
は
、数
年
に
一
度
、

土
壌
分
析
を
実
施
し
、
土
壌
の
状
態
を

確
認
す
る
こ
と
も
お
す
す
め
し
ま
す
。

二
．
今
年
の
夏
作
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
作

付
け
に
向
け
て

飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
場
合
、
一

般
的
に
乾
物
収
量
（
T
D
N
収
量
）

が
最
大
に
な
る
の
は
黄
熟
期
で
す
。
栽

培
の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
は
①
播
種
時
期

と
播
種
密
度
②
雑
草
防
除
な
ど
が
上
げ

ら
れ
ま
す
。

①
栽
植
密
度
を
高
め
る
こ
と
に
よ

り
、
雌
穂
の
数
や
一
穂
あ
た
り
の
子
実

数
が
少
な
く
な
り
ま
す
が
、
単
位
面
積

あ
た
り
の
子
実
収
量
は
増
加
し
ま
す
。

し
か
し
、
１
穂
あ
た
り
の
子
実
数
減
少

に
よ
り
、
あ
る
栽
植
密
度
以
上
に
な
る

と
、
そ
の
有
用
性
は
相
殺
さ
れ
ま
す
。

最
適
な
播
種
密
度
は
、
品
種
、
栽
培
す

る
地
域
お
よ
び
、
播
種
時
期
に
よ
っ
て

決
定
し
ま
す
。

ま
た
、
プ
ラ
ン
タ
ー
の
播
種
板
と
種

子
の
サ
イ
ズ
を
完
全
に
合
わ
せ
、
確
実

な
１
粒
点
播
が
安
定
収
量
の
決
め
手
で

す
。
ま
た
土
壌
害
虫
の
防
除
、
鳥
害
対

策
で
欠
株
の
防
止
を
お
こ
な
い
ま
し
ょ

う
。②

飼
料
畑
で
は
雑
草
が
繁
茂
す
る
こ

と
に
よ
り
、
害
虫
の
発
生
、
収
穫
作

業
性
の
低
下
だ
け
で
な
く
収
量
や
サ

イ
レ
ー
ジ
の
品
質
の
低
下
に
も
つ
な
が

り
ま
す
（
図
５
）。
除
草
剤
の
散
布
は

土
壌
処
理
＋
茎
葉
処
理
の
体
系
を
基
本

に
、
発
生
雑
草
に
合
っ
た
防
除
が
基
本

と
な
り
ま
す
。

適
用
作
物
、
使
用
量
・
希
釈
倍
率
、

使
用
時
期
、
使
用
総
回
数
等
を
内
容
と

す
る
「
農
薬
使
用
基
準
」
を
遵
守
す
る

と
と
も
に
、
農
薬
を
使
用
し
た
ら
必
ず

「
生
乳
生
産
管
理
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
」

等
に
記
録
し
ま
し
ょ
う
。

三
．
お
わ
り
に

今
年
も
夏
作
飼
料
作
物
の
作
付
け
の

時
期
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
少
な
か

ら
ず
労
力
や
経
費
が
か
か
る
自
給
飼
料

栽
培
で
す
が
、
栄
養
性
が
高
く
、
安
心

し
て
家
畜
に
給
与
で
き
る
良
品
質
の
自

給
飼
料
を
生
産
す
る
こ
と
は
、
経
営
向

上
に
つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

飼
料
作
物
の
作
付
け
体
系
や
、
肥
培

管
理
、
雑
草
防
除
に
関
す
る
こ
と
や
、

自
給
飼
料
を
組
み
合
わ
せ
た
適
切
な
飼

料
給
与
に
関
し
て
、
改
善
し
た
い
と
思

わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に

当
所
普
及
指
導
課
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

（
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

畜
産
技
術
所

普
及
指
導
課　

齋
藤
直
美
）
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